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北広島市長期総合計画審議会 第３回 教育・地域専門部会 議事録 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

■日   時  平成 21 年 9 月 4 日（水） 18：00～20：00 

■会   場  芸術文化ホール 活動室 4 

■出席委員 

杉本修部会長、吉田正男職務代理、鵜木一任委員、岡喜美江委員、 

岡本若子委員、桂裕章委員、菊池重敏委員、冨田忠行委員 

■欠席委員   

宇田川留美子委員、村山紀昭委員 

■事 務 局 

   川村裕樹総合計画課主任 

   ■傍聴なし 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

１ 開 会 

 

  本日の欠席委員は 2名。 

 

２ 部会長あいさつ 

 

【部会長】まず、前回の議事録の確認だが、前回は自己紹介が中心だったため、今日

から本格的な議論に入る。事務局より進め方などの説明をお願いしたい。 

 

３ 議 事 

 

(1)分野別の政策と施策について 

 

【事務局】本日及び 9 月 24 日に専門部会を予定しているが、予め送付した資料に基

づいて審議願いたい。この審議結果は、10 月 6 日の全体会議で報告する予定であ

る。なお、部会からの提案については全体会議で審議するが、反映出来るものは

取り込み、計画の素案を作成していくほか、市議会の特別委員会、庁内の策定会

議でも審議し、その結果もフィードバックする。このような作業を 10 月まで実施

し、11 月以降は各地区で説明会を実施する予定である。 

  このため、10 月末までに骨格を固め、以降は細部に関して検討し、最終的には

人口や土地利用、重点プラン、地区別プランなどを取り入れ、計画の原案作成に

向けた審議を行う予定である。 

  以上が大きな流れとなる。 
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【部会長】この部会が対象としているのは 2章と 6章でよろしいか。 

  方法としては、例えば先に 2章の検討を行ってから 6章ということか。別々に分

けて検討すればよいのか。 

 

【事務局】分野別の政策と施策を検討する機会は、今日と 9 月 24 日の 2 回しかない

ため、事前にある程度各委員で個別に検討頂いているといった前提の中で、2 章と

6 章を分けて検討するのか、それとも一緒に検討して次で掘り下げていくなど、や

り方はお任せする。 

 

【部会長】資料を読んだが、2 章と 6 章は同じ「大きさ」ではない。6 章についての

議論は、ある程度方向性が決まってから議論を行うべきでないか。このため、2 章

の「教育」に検討時間を費やしたい。 

 

【事務局】この分野別の政策と施策については、庁内の各部検討プロジェクトチーム

において検討してまとめたものである。検討のやり方の一つとして、現状の捉え方

や施策の内容で不足している部分、こういった視点が欠けているなど議論していた

だければいいと思う。また、教育に関しては、教育基本計画が総合計画と同時期に

策定されることから、現在同じように懇談会を設置して審議されている。この審議

会で審議されたことは、懇談会へ報告し、懇談会で出された意見等は皆さんに知ら

せる。 

 

【部会長】2 章については、1節から 10 節まであるが、核になる部分は 1節、2節で、

以降は個別の話になる。また、教育は生まれてから死ぬまでにもかかわらず、幼稚

園からが文部科学省の管轄で、それ以前は「福祉」の範囲で別の部会で議論するこ

ととなっている。北広島市で生まれる前、生まれた後、様々なライフステージがあ

り、ここで最後の終わりを迎える、その全体を教育関係で考えたほうがいいと感じ

た。 これらから、「ある部分」だけ切り取って語るのはどうかと思われるが、ま

ずはこの核になる部分について、一通り各委員がどう評価するのか意見をうかがい

たい。 

 

【委員】専門部会で検討した結果は、市民に公表されるということか。 

 

【事務局】整理されたもので公表される。 

 

【委員】分野別の政策と施策に関しては、苦労してまとめているのはわかるが、文章

が長かったり、ありきたりの内容で読むのがつらい。小学校や幼稚園教育などはそ

れぞれであることから、一つにまとめて整理することは難しいのではないか。あえ

て連携をとらなくても、その分野の人が必要とした教育をして、次のステップに送
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れば済むことではないか。 

また、分野別の政策と施策には「地域」という言葉が何度も使われているが、こ

の「地域」とは一体何を指しているのか。農業従事者や工業、商業、先生等、その

人々の力を借りてということを指しているのか、読み取れない部分がある。 

それから突然大学や高校などが出てくる印象があるが、今回の検討の視点はどこ

にあるのか。例えば中学までを対象とするのか。 

  「高校入学準備金制度」については、公立高校のみ対象とするのは不公平ではな

いか。 

 

【事務局】現在市では、経済的理由によって就学が困難な生徒に対し、奨学金及び高

等学校等への入学準備金を支給している。また、小中学校では要保護・準要保護児

童生徒援助事業を行っている。支給に関しては公立高校のみを対象とはしていない。

対象者の所得によって判断している。 

 

【委員】「幼児教育の振興・充実」といった言葉は、どこでも使える表現であること

から、もう少し具体的に記載すべきではないか。 

  例えば、障がい児を受け入れる特別支援を行う幼稚園に対しては、国からの補助

制度はあるが少ないため人件費にも満たない状況である。新たに北広島市独自の支

援策を設けるなど検討して記載できないか。 

このような現状の中では、特別支援を受けるべき幼児を幼稚園でより多く預かる

には限度があり、現実をもっと考えていただきたい。 

 

【委員】今の話の具体的解決策はあるのか。待機児童の問題など検討していかなけれ

ばならないのではないか。 

 

【委員】特別支援を受ける幼児の受け入れに対して、もう少し具体的に表記できれば

理解しやすいのではないか。 

 

【部会長】特別支援という言葉はまだ一般的に理解されていないのではないか。 

 

【委員】我々健常者と一緒の生活をする権利を表す、ノーマライゼーションについて

はどこに記載されているのか。 

 

【事務局】ノーマライゼーションについては、福祉の分野に記載されている。補足と

して、この部会が検討する 2 章、6 章以外の章は、先ほど話のあった福祉などの部

分についても資料を配布してあるので参考としてほしい。具体的に実施する事業に

ついては、「推進計画」で決めていくことになる。今回皆さんに審議していただく

のは、基本構想・基本計画で、今議論している分野別の政策と施策はあくまでも「基
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本計画」部分となる。このため、個別の事業など具体的な表記については限界があ

ることを理解していただきたい。 

 

【委員】総合的な学習の時間を中心に問題解決的、環境的な学習を推進するとある。

大事なことは学力調査の結果ではどこの都道府県がいいとか、少人数教育がいいな

どが記載されてくると思うが。そういった細かいところまでは議論しなくていいと

いうことか。 

 

【事務局】基本構想・基本計画の考え方を踏まえ、推進計画を策定する。基本的方向

や施策において、こういった視点が欠けている、発展性がない、わかりにくいなど

についてはどんどん議論をしていただきたい。 

 

【委員】これからこういうことをしたいので、こういった考えが必要だということで

もいいのか。 

 

【事務局】そういった考えは必要である。部会で出された意見をまとめて作り上げて

いくことが必要である。 

 

【委員】2 節の教育環境の整備の項目に、2 学期制の検討とあるがどうなるのか。取

り入れていくという方向で考えているのか。 

 

【事務局】2 学期制について今後検討していくため記載している。いつから取り入れ

るということは決定されていない。 

 

【委員】小中一貫教育についても検討を進めるとあるが。 

 

【事務局】小中一貫教育についても 2学期制と同様、今後検討を進めていくこととし

ている。細かい事業の内容や考え方については、必要に応じて担当セクションより

説明させる。 

 

【部会長】小学校、中学校は市立で、それぞれ校長の方針で運営されているはずであ

るが、北広島市にはどのような影響力があるのか。 

  

【事務局】基本的には市の教育方針に基づいて、各校長が独自性を出すなど工夫して

学校運営を任されている。 

 

【部会長】先生は、市職員ではなく、身分は道職員か。 
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【事務局】身分は道職員である。 

 

【部会長】身分が道職員でありながら、市が作成した計画で教育についてこうやって

ほしい、市はこう考えているとしてもその実効性はどれだけあるのか。 

 

【委員】2 節の「開かれた学校づくり」では、学校関係者からの学校に対する評価や

教職員の評価などについて書かれている。教師は、専門的な教育を受けおり、教師

になるための専門的な教育を受けていない方々が評価するということで、教師自体

が萎縮しないよう配慮すべきである。 

 

【委員】教員の評価などはなかなか目にすることがないが、広報活動としてどのよう

なことをしているのか。また教員は、教育の専門性のほかにもしなくてはならない

ことがたくさんある。例えば水泳に関しては、実際にはできない教員も多いが、学

校評価の中で目にしたことがない。このことは危険に対する意識などについても同

様である。 

  色々な機会に先生に頼るばかりでなく、地域のボランティアの活用などをもっと

積極的に行っていくべきと考える。 

 

【委員】教員及び学校の評価は既に実施されている。その他に関しては、例えば北広

島市の校舎は、一直線に単純に長いものが多く、事務的で夢がない。子どもたちが

ウキウキするような校舎にするというのもアイディアとしては面白いのではない

か。 

 

【委員】2 学期制や小中一貫教育の検討があるということは、北海道も含め北広島市

の学力は低いということが念頭にあるのか。 

 

【事務局】学力についてはわからない。 

 

【委員】小中学生の学力を高くしたいから、小中一貫教育などの検討を盛り込んでい

るのではないか。成績を上げることが豊かなまちづくりを目指すことに合っている

のか。単に学力だけでなく、人が自然とたくさん集まってくる「人持ち」を目指す

べきである。そういったスタンスで子どもたちの教育を考えていかなければならな

い。 

 

【委員】小学校の統合説明時に市民から小中一貫教育の要望はあった。 

 

【部会長】2 章の項目を一つ一つ見ると、反対などない「ごもっとも」なことばかり

であるが、このようが項目が全部集まったときにどうなるのか検討する必要がある。



 - 6 -

豊かな心と学力と体、これが小中学校の教育の柱となる。「心」「学力」「体」を添

えて教育を行うことに対しては問題がない。しかし、具体的に「心」がとなると難

しい。 

 

【委員】教育を含めて最も大切なのは、みんなが北広島を好きになることである。郷

土愛を持つことである。昔の城下町には、どこでも地域を見渡せる「高台」があっ

たことから、竹山高原温泉に市内を見渡せる見晴台を作るのはどうだろうか。 

  新しい人がどんどん流入して 6万人のまちとなった。新しいまちのシンボルが必

要だ。例えば新たなシンボルとして新市庁舎の整備はどうか。またレクの森など活

用すべきではないか。 

 

【委員】レクの森を含め総合運動公園は一体どうなるのか。当初予定に比べ整備が進

んでいないのではないか。 

 

【事務局】森林運動広場として整備を進めている。 

 

【委員】多目的広場などは簡単に作れるが、北海道は冬期など一年中公園を使える訳

ではないので、その点は配慮すべきである。ドーム型など 1年を通して使える多目

的施設が必要だ。 

  全体的に多くのことを取り込んでいて目玉がないような印象を受ける。何か目玉

になるようなものがあれば人が集まると思う。 

 

【部会長】西部小学校といった新しい小学校を含め、どんな施設のどんな学校がどこ

にあるのか、特にハード面に関して学校の状況を知りたい。普通教室、特別教室は

どのくらいあるのか、プールはあるのか、グランドはどうなのかなど現状の把握が

必要だ。先ほどもあったように、特色のある学校というのも一つの「施策」である。

北広島市では 1クラス何人以上は認めないというのも一つの施策である。 

 

【事務局】各学校の現況、概要に関しては次回までに予め整理しておく。 

 

【委員】新庁舎の青図はあるのか。 

 

【事務局】青図はない。新庁舎に関しては、建て替えの実現に向けて今年度より説明

を行っていく予定である。 

 

【委員】庁舎も市のシンボルとして環境と調和したものを計画すべきである。 

 

【部会長】2 章に関しては 1節が核になるのではないか。「生きる力」がキーワードに
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なるかと思うが、生きる力がこのまちの根幹になるとすると、誰もが解るようなメ

ッセージが欲しい。 

 

【委員】分野別の政策と施策に関しては、現状と課題は既に整理されている。しかし

ながら、政権交代など大きな変化が予想され、教育制度は大きく変わる可能性が高

い。特に学校教育の分野については、この激動期に現段階で細かい施策までに踏み

込むのは難しいのではないか。 

私は、教育委員会制度については疑問に思っており、リーダーシップを発揮しな

ければならない市長が、教育の分野にはなかなか入っていけない状況があるのでは

ないか。 

このため、「生涯教育」などのほうが、地域の独自性を出せる可能性が高いが、

書かれている施策は、市が教育委員会を使って実施するような印象を受ける。そう

ではなく、市民参加など市民の目線を大切にする必要がある。 

  こうした市民参加を促進するためには、情報公開が必要であり、情報公開がされ

ていなければ参加することもできない。教育という枠組みの中で常設の「市民会議」

を設置するといったアイディアはどうだろうか。 

小学校の統合など、関係者だけが知っていて、市民まで届いていないのではない

か。 

積極的な情報公開、市民がもっと意見を言える制度をつくることが大事なことと

考え、6章の市民参加・協働の推進がポイントとなると思う。 

 

【部会長】それぞれの家庭にとって、学校は「通過する場所」である。地域と学校と

の連携を考えると、小中学校を卒業しても情報が入ってくる、何かあれば行事を応

援する、そのようなコミュニティが構築できればよい。実際の教育は、今いる児童・

生徒、父兄の範囲の中で自己完結している。 

ここに書かれていることは理想的な、もっと社会的な地域の財産で、そこで行わ

れることにみんなが関心を持って意見を言って、情報公開もして、よりいいものを

作り出そうという方向はわかるが、現実的にはそういった仕組みそのものがない。

「地域」は制度としては存在しているが、実際には機能していないのではないか。 

 

【委員】確かに卒業したら学校にはほとんど行かない。実際には選挙の時くらいしか

行かないのは事実である。体育館や空き教室などを地域に開放し、歩いていけると

ころに生涯教育の場所を充実させてほしい。 

地域ＳＮＳを充実させ、情報発信などを進めてもらいたい。なお、分野別の政策

と施策に関しては、もう少し文章を縮めた方が良いように思う。今後は基本的方向

や施策をふくらませていければと考えている。 

 

【部会長】社会教育や芸術、文化の分野では、「こういうことをしてあげます」とい
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うトーンが読み取れる基本的な市の姿勢であると感じている。地域で行われている

様々な自主的活動を情報収集し、整理してみてはどうだろうか。その上で、「今あ

るものを守り、育てる、応援する」といった市民が行っている活動について応援す

るというシステムをつくることができたらいい。それが柱になる。 

  また、素案に記載されている「心」をどう育てればよいのか、具体策が見えてこ

ない。温かい給食を北広島市にいればみんなが食べることができる、小学生のうち

にプールできちんと泳げるようになるなどといったことは、具体例として挙げるこ

とができることから、このような手法で充実させるべきではないか。 

教育委員会が先生の教育をきっちりして、押し付けて、心を育てて欲しいと言っ

ても現実的には何の成果も生まれてこないのではないか。 

 

【委員】「心」の教え方は非常に難しい。結局のところこの専門部会では「施策」を

議論するのか。施策を議論するのであれば、実現の可能性など裏付けを持っていな

いといけない。施策に書かれていることは、市としては実施出来るというまとめ方

をしているのだと思う。 

 

【部会長】事業として予算がつくということか。 

 

【委員】学校におけるアドバイザーやカウンセラーなどの記載があるが、これらにし

ても予算付けなどの原資が必要である。 

 

【事務局】現在全小中学校に、心の教室相談員を配置し相談に当たっている。また、

不登校対策として訪問指導アドバイザーやスクールカウンセラーを配置している。 

 

【委員】そういったことは、市の政策でできることである。英語の先生や体育の手伝

いや学校を管理する人など、市で雇って全部の学校に配置することも出来るのでは

ないか。 

 

【事務局】現在英語の指導助手として 2名配置している。 

 

【委員】昔、心の相談員をやっていた。当時は、学校によって機能している、してい

ないの差が大きく、不安を感じていたことを覚えている。過去の反省を生かしてス

クールカウンセラーなど色々な方の配置を考えてもらいたい。 

 

【委員】北広島団地のような小学校の統合が、今後も予定されているのか。子どもを

増やすために、若い世代が北広島市に入ってくる方策を検討していかなければなら

ない。今の人口を維持していくためにも、若い人が入ってこないとせっかく作った

計画が実施できなくなる可能性もある。 
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  特に生きる力を作るということで、ヨーロッパのように例えば行政が農園を確保

して、農業体験など学校に機会を提供するといった取組みなどを盛り込むことがで

きないか。 

  心の教育と生きる力を育むということは、ハコモノばかりでなくそういった視点

も必要になってくると思う。 

 

【部会長】今の子どもは昔に比べて集まる力が弱い。例えば昔はコンパでも、リーダ

ーがすぐに動いてすぐ集まったが、今はだんだんそういったことをする人間が減っ

てきているし、そもそもこういったことに関する教育や働きかけ自体行われてこな

かった。 

悪いこともしないし、暴れることもしないけど、人との関わり合いが減ってきて

おり、小学生もゲームや個室などの影響で孤立化している実態がある。 

  何か押しつけではない、子どもたちが集まって行きたくなるような仕掛けはない

か。 

 

【委員】大曲の児童会館には、大勢の子どもが集まっている。児童会館に来ると何か

あって、誰かいて、その時間を友達と共有できる。現在は、大曲と輪厚の 2箇所だ

けである。 

子どもだけでなく、読み聞かせやボランティアを通じて、普段ほとんど会話しな

い母親同士が話しかけると喋るようになるなどの効果もある。立派な建物でなくて

も空き教室でもいいので、そういった施設が必要と感じている。何を待っているの

か、きっかけが必要だ。 

 

【委員】今後、団塊の世代が大量に地域に戻ることになる。趣味もあって、地域にも

根付いている女性はいいが、会社に偏っていた男性が困るケースが増えるだろう。

趣味同士のつながりなど、親同士の交流が図られれば安心と安全が生まれてくる。

大人にもそういった場所があるといい。 

 

【委員】子どもたちに対して本の読み聞かせを行っているが、例えば「三味線」の話

題などが出ると、実際に地域に弾ける人がいないか探してみる。探してみると案外

いるし、子どもたちも喜ぶことから、地域のつながりは強くなる。 

 

【委員】生涯学習を通してコミュニティを形成していくことは大事である。 

 

【委員】退職後に地域にとけ込むと、陶芸などいろいろな情報が見つけられる。 

 

【委員】行政が積極的に情報を収集し公開してほしい。市民から情報発信を出来れば

いいのだが、なかなか難しい。 
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【委員】広報や新聞などにも掲載されているが、こうした情報をキャッチできても、

移動の問題が残る。離れた場所にあるなら、自動車に頼るだけでなくて、市内を巡

回する「エコバス」の導入なども視野に入れるべきである。 

 

【委員】以前住んでいたまちにもそのようなバスがあった。朝はスクールバス、昼は

病院などに通う人たちのため，帰りは子どもたちのためと運行していた。 

 

【委員】10 年前からバスの話はあるのに出来ないのはなぜか。 

 

【委員】北広島の問題は、地区が 4つも 5つも別れていて、移動が面倒なことである。 

 

【委員】これからはこういったバスが必要である。 

 

【部会長】児童センターの事例はおもしろいのではないか。これからの時代はハコモ

ノではないが、現在の団地の会館などは外観も悪く使い勝手も良くない。 

  小さな部屋があり、大ホールがあり、外観もきれいで駐車場もある、そういった

施設を地区毎につくり、そこには大人も入り、また児童センターのような、子ども

を対象にしたものでもいいと思う。 

  例えば、地区のセンター同士で競わせるのも面白いだろうし、その際に市はバス

を手配して貸すなどソフト面での協力をしてはどうか。 

  一つのまちのシンボルとして、いい評価を受ける会館をたくさん作る。空虚なス

ローガンやキャッチコピーでだまされるよりも、具体的にここにきたらそういった

ものがある、この分野ではそういうことが実現できる。 

 

【委員】統合後の使わなくなった校舎の活用については、例えば地域にオープンにす

るなどしてはどうか。 

 

【委員】学校開放に関しては何をしているのかよくわからない。もう少し工夫して活

用する方法があるのではないか。 

 

【事務局】体育館などの開放はあるが、教室に関しては交流室を開放している。 

 

【委員】冬などは特に使い勝手があることから、余っている教室などを開放するなど

してはどうか。 

 

【委員】知らない人が廊下を歩くなど安全面の問題がある。 

 

【委員】個人ではなく、サークル等に開放すれば問題はないのではないか。 
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【委員】ヨーロッパでは子どもたちは危険なので一人歩きはしていなく、全部送り迎

えをしている。日本もそうなりつつあると思う。 

 

【委員】防犯パトロールなどあれば安心である。 

 

【委員】市が税金で行うのか、ボランティアで行うのかははっきりしなければいけな

い。通学路などの防犯パトロールのボランティアは増えるようになればいい。 

 

【委員】現在、児童センターは大曲と輪厚の 2箇所で、大曲は民間委託、輪厚は地域

のボランティアで運営されている。 

  輪厚は地域ボランティアに支えられているため、「小さいときから知っている人」

が多く、大きくなっても行きやすいし、親も親しみやすいことから、自然な交流が

できている。現在はこの 2 箇所であるが、将来的には何カ所にも増やして欲しい。 

  分野別の政策と施策に関しては、書いてあることが一々もっともで、何もいえな

いが、書いてあることから離れて議論するときりがなくなってしまうのではないか。 

 

【部会長】この部会では、分野別の政策と施策に記載されていることについて、全否

定はなかった。学校の今後の方向性や、市役所はこうあるべきといったことが記載

されている。 

今日は児童センターを作って、その中で様々な活動、例えば放課後や土日、夏休

みなど、子どもたちがいる場所を学校以外に作って、総合的に「生きる力」や「心」

を市民がバックアップしていく方向で議論することができたと思う。 

  次回は、もう少し細部に渡った議論を行うほか、今回、キャッチコピーについて

議論する時間がなかったため、次回に向けて各自検討しておいて欲しい。何か一目

でこのまちを見出せるようなものを。 

 

【委員】「一番元気な年寄りの多いまち」はどうか。 

 

４ 次回専門部会の日程 

 

【事務局】積み残しとなったキャッチコピーについて、「着実に成長する」、「活気を

生み出す」、「子育て重視」、「若者の希望」なども考慮しながら、次回までまとめて

おいていただきたい。なお、次回は 9 月 24 日午後 6 時から、この芸術文化ホール

活動室にて実施予定である。 

 

５ 閉 会 

 

以 上 


